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2022 年 12 月期 第２四半期累計期間の業績予想値と実績値との差異及び 

通期業績予想値の修正、並びに特別損失の計上に関するお知らせ 

 

当社は、2022年 12月期 第２四半期累計期間(2022年１月１日～2022年６月 30日)において、2022年２月 14日

に公表しました 2022 年 12 月期 第２四半期累計期間の業績予想値と実績値に差異が生じましたので、お知らせす

るとともに、2022年 12月期 通期業績予想に関して下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。ま

た、特別損失を計上することとなりましたのでお知らせいたします。 

 

  記 

 

１．2022 年 12 月期 第２四半期累計期間の業績予想値と実績値の差異について 

（１）2022年 12月期 第２四半期累計期間（2022年１月１日～2022年６月 30日）の業績予想値と実績値との差異 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
百万円 

7,904 

百万円 

△343 

百万円 

293 

百万円 

138 
△３円 50 銭 

実          績（Ｂ） 7,207 △798 224 △868 △22 円 05 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △697 △455 △69 △1,006  

増 減 率            （％） △8.8 - △23.5 -  

（ご参考）前期実績 

（2021 年 12 月期 第２四半期） 
9,384 △827 △184 △183 △５円 21 銭 

  
  （２）差異の理由 

オミクロン株の感染拡大のピークアウトから個人消費が増え、ランチ帯の売上は回復基調ではあるものの、

生活習慣の変化や物価上昇などを背景に、ディナー帯の売上回復は厳しい状況が続いた為、上記のとおり業績

予想値を下回ることとなりました。 

 



２．2022年 12月期 通期の業績予想値の修正について 

（１）2022年 12月期 通期（2022年１月１日～2022年 12月 31日）の業績予想値の修正 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
百万円 

16,841 

百万円 

△165 

百万円 

461 

百万円 

216 
５円 48 銭 

修          正（Ｂ） 15,330 △1,109 39 △1,090 △27 円 66 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △1,511 △944 △422 △1,306  

増 減 率            （％） △9.0％ - △91.5％ -  

（ご参考）前期実績 

（2021 年 12 月期 ） 
18,950 △1,412 1,274 387 10 円 37 銭 

 

  （２）修正の理由 

通期業績予想につきましては、第２四半期累計期間の売上高が当初予想を下回ったこと及び新型コロナウイル

ス感染症「第 7波」の感染急拡大に伴い、第３四半期以降の業績予想を見直したことにより、上記のとおり修正

をいたします。 

 

３．特別損失の計上について 

 当社が運営する既存店舗の内、収益性の回復が見込まれない店舗において、2022 年 12 月期第２四半期会計期

間に減損損失 1,165 百万円を特別損失として計上いたしました。 

 

４．業績に与える影響 

 業績への影響については、本日公表の「2022年 12月期 第２四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）」に織り込み

済みです。 

 

以 上 


